
※ランヤードのカラビナをフルハーネスのD環に取り付け、もう一端のフックを
構造物に取り付けて使用します。

（1）ランヤードをハーネス型安全帯のD環に取り付ける際は、ハーネス装着前
に取り付けてください。

（2）ランヤードをハーネス型安全帯に取り付けた状態で、フックを使用しない時
は、フックハンガーに掛けます。

（3）ランヤードは脇に挟まないようにしてください。
（4）取り付け構造物は、抜けたり外れたりする恐れがなく、落下阻止時の衝撃

にも十分耐えられる強固なものを選んでください。
（5）水平親綱と併用する場合は、ランヤードのフックを親綱に掛けて、作業及

び移動を行ってください。
（6）安全ブロック、親綱式スライド器具等と併用する場合はそれらのフックをD

環もしくはショートランヤードに直接かけて作業及び移動を行ってください。
（7）フックは墜落阻止時にフック本体がねじれて変形したり、安全装置と外れ

止め装置に荷重がかかったりしないように、図のような正しい方法で構造
物に掛けてください。

（8）フックが手すりより滑り落ちる状況が発生する場合は、フックが破損する恐
れがあるので、使用しないでください。

（9）本来の性能を発揮できなくなる場合がありますので、ご自分での修理・改
造・追加・加工などは絶対にしないでください。

《ハーネス用ランヤード》取扱説明書
この度は、ハーネス用ランヤードをお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。本品は墜落制止用器具の
フルハーネス型安全帯に組み合わせて使用するランヤードです。ご使用にあたり下記の注意事項をよくお読
み頂き、正しくご使用ください。また、本取扱説明書も大切に保管してください。

注  意
（2）

（3）

（8）

（9）

P-F(1)2023.11

※一例

■交換の目安（耐用期間）

■仕様

■保管・手入れのしかた

(1)使い方によっても異なりますがフルハーネス型安全帯の本体は使用開始より3年、ランヤードは2年を目安に新品と取り替えて
ください。

(2)使用期間内であっても使用前点検を実施し、廃棄基準に達したものは使用しないで新品に取り替えてください。
(3)使用開始ラベルに使用開始した年月を必ず記入してください。
　ただし、耐用期間内であっても「点検と廃棄の基準」にしたがって点検を必ず実施し、廃棄基準に該当するものは使用しない
　で、新品と取り替えてください。

(1)次のような場所で保管してください。
　・直射日光の当たらない所。　・風通しがよく、湿気のない所 。　・火気・放熱体などが近くにない所。・腐食性物質と同室でない所。
　・塵埃の少ない所。　・ねずみなどの小動物の入らない所。　・その他、安全帯の機能・強度に悪影響を及ぼさない所。
(2)高温（50℃以上）となる場所に長時間保管しないでください。
(3)物品の下積みなどにより傷や変形が起こらないようにしてください。
(4)バックルなどの金具に付着した泥・砂・埃などは、乾いた布か水を含ませた布で拭き取り、可動部に時々注油してください。
(5)ベルトに油が付着していたり、汚れている場合は、中性洗剤を付けたあと、水を含ませた布等で軽く叩いて汚れを布に移してく

ださい。

     フックの取り付け位置は、腰
より上のできるだけ高い位
置で墜落阻止時に床面や構
造物等に衝突のおそれのな
い箇所に取り付けます。（シ
ョックアブソーバは最大約
120cmの伸びがあるので注
意してください。）

第一種ショックアブソーバを使用する場合 第二種ショックアブソーバを使用する場合

足
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　　 墜落阻止時に床面や構造物
等に衝突のおそれのない箇所
に取り付けます。（ショックアブ
ソーバは最大約175cmの伸び
があるので注意してください。）

ランヤードのショックアブソーバ部分、もしくは巻取器の裏面に記載
※使用温度は－２５℃～ ５０℃の範囲でご使用ください。
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摩耗防止ベルト

縫製部保護チューブ

A4（297×210）（2/2）

プロップ  

ランヤード取説    P-F(1)2019.1

                      

■点検と廃棄の基準

注
意

安全帯及び安全帯関連器具は消耗品であり、使用しているうちに摩耗等により性能が低下します（特にロープ）。従って点

検において1項目でも廃棄基準に該当するものは、機能不良や強度不足になりますので新品と取り替えてください。

※廃棄について：金属部品と合成繊維部品（またはプラスチック）は分別して廃棄処理してください。

 ： 使用する人が作業前に毎回行ってください。

　点検後地上で本品を装着し、異常のないことを確認してください。

 ： 使用する人もしくは管理者により1ケ月ごとに行ってください。

 ： 作業中安全帯に異常を感じたら直ちに作業を中止し、再点検を行ってください。

・始業前点検

・定期点検

・異常時点検

点検箇所・項目 点検方法と廃棄基準

カラビナ

ラ　

ン　

ヤ　

ー　

ド

ロープ

フック

・変形により、外れ止め装置が完全に開閉しないもの。
・1ｍｍ以上の磨滅、傷のあるもの。

完全に開かないもの完全に閉じないもの

・安全環・開閉カンの動きが悪いものや完全に開閉しないもの。

・ピンの緩んでいるもの。

・深さ1mm以上の傷があるもの。

・摩耗・変形があるもの。

・全体に錆（腐食）が発生しているもの。

  特にアルミは少しでも白錆（腐食）が発生しているもの。

本体

開閉カン
（外れ止め装置）

安全環
（安全装置）

ピン

変形

変形

変色・溶解

付着・硬化

・使用開始から2年を経過しているもの。
（損傷がなくても紫外線によって強度が低下します。）

・全体に波打ち状や変形しているもの。

・縫製部保護チューブが破れ、縫糸が1箇所以上切断しているもの。

・摩耗防止ベルトが破れているもの。

・薬品が付着したもの。

・薬品により変色・溶解箇所があるもの。

・塗料が著しく付着して、硬化しているもの。

・全体的に摩耗・毛羽立ち・著しく汚れがあるもの。（素手で確認）

・耳または幅の中で2mm以上の損傷・焼損・擦り切れなどにより、芯糸
（ベージュ）が露出しているもの。

2mm

変形

製品に関するお問い合わせ(トラブル・取扱い・お手入れ方法等)不明な点は下記までご連絡ください。

リール

シャックル

ショック
アブソーバ

・ロープの引き出し/巻き取りができないもの。
・ロープを早く引き出した時、ロックしないもの。

・リールカバーが破損しているもの。
・カバー取付ビスが脱落しているもの。
・金具に変形や腐食があるもの。
・金具に深さ1ｍｍ以上の傷があるもの。

・深さ1ｍｍ以上の傷があるもの。
・リベットの頭部が1/3以上摩耗したもの。
・全体に錆が発生しているもの。

・カバーが破れ内部のベルトが露出しているもの。
・大きな衝撃が加わり変形したもの。
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